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研究成果の概要（和文）：良性発作性頭位めまい症（BPPV）において、持続性知覚性姿勢誘発めまい（PPPD)へ
の進展を前向きコホート研究にて調査した。
初期データの解析にて、BPPV発症から1ヶ月後に通院中の症例には治癒例・症状残存症例が半数程度あり、症状
残存例ではめまいによる生活の支障や抑うつを抱えていることが確認された。
最終データの解析にて、解析対象のBPPV116例中97.4%は1年後までに治癒し、2.6%がBPPVが遷延した。また全体
の1.7%、エントリー時症状残存症例の3.3%がPPPDを発症した。PPPD発症症例が少ないため、発症予測因子を解析
することは困難であった。

研究成果の概要（英文）： A prospective cohort study investigated the progression of benign 
paroxysmal positional vertigo (BPPV) to persistent perceptual posture-induced vertigo (PPPD).
 Initial data analysis showed that one month after the onset of BPPV, half of the patients were 
cured and the other half had residual symptoms. The patients with residual symptoms were found to be
 suffering from depression and disruption of life due to dizziness.
 In the final data analysis, 97.4% of the 116 BPPV cases were cured by one year, and 2.6% had 
prolonged BPPV. In addition, 1.7% of all patients and 3.3% of patients with residual symptoms  
developed PPPD. Because of the small number of cases of PPPD, it was difficult to analyze predictive
 factors for the development of PPPD.

研究分野：めまい平衡医学

キーワード： 慢性めまい　持続性知覚性姿勢誘発めまい　良性発作性頭位めまい症　有病率　発症予測因子　前向き
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研究成果の学術的意義や社会的意義
良性発作性頭位めまい症（BPPV）において、発症から1ヶ月後に症状が残存している症例においては、眼振など
の所見が消失していても、生活の支障やうつ症状を抱えていることがわかった。そのため、症状残存例について
は、引き続きの医療が必要と考えられた。
BPPV症例を前向きに経過を追ったところ、97.2%は1年後までに治癒しており、2.6%がBPPVが遷延していた。ま
た、1.7%の症例においては、持続性知覚性姿勢誘発めまい（PPPD）という慢性機能性めまい疾患を発症してお
り、症状消失まで経過観察する必要性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 持続性知覚性姿勢誘発めまい（PPPD）は 2017年に診断基準が策定された慢性機能性前庭疾患

である。慢性めまいの中で頻度が高く、めまい全体だと若年者においては最も多いめまいとされ

ている。本疾患は、急性めまいに引き続いて発症するとされており、良性発作性頭位めまい症

（BPPV）やメニエール病など耳鼻いんこう科で遭遇する急性めまい疾患に引き続いて発症する

ことも少なくない。そして、一旦発症すると重症者が多く、治療に抵抗を示す難治性であり、罹

病期間が年単位と長くなるとされている。そのため、発症前に発症を予測し、予防を行っていく

ことが重要となる。 

 本研究では、急性めまいの代表である BPPVの患者において、前向きに経過を追い、PPPDを

発症する割合、PPPDを発症を予測する因子について調査することとした。発症する割合がわか

ることで、急性めまいの時期より、PPPD を発症する可能性を考え注意を払うべきかが判明し、

予測因子がわかれば、より注意深く観察すべき患者が特定でき、集中的に予防的介入が可能とな

るようにつなげることができる。 

 

２．研究の目的 

 新規発症の BPPV の患者において、発症 1 年後までに PPPD を発症する予測する因子の解明

と、PPPDの発症頻度を算出すること。 

 

３．研究の方法 

 多施設前向きコホート研究（2次 3次施設を含める。） 

 BPPV発症から 1ヶ月後に、2次 3次施設を受診している BPPV患者を、めまい相談医などめ

まいを専門とする医師が、BPPVの治療を行いつつ、前向きに 1年間経過観察する。初回エント

リー時には、背景について、眼振の有無、BPPVの治療方法、めまいによる生活の支障度、うつ・

不安の程度、前庭症状・自律神経症状の頻度、睡眠障害の程度を調査する。BPPVの治癒、遷延、

PPPD の発症例数を調査する。めまいが治癒するまで、背景因子も重ねて調査を行う。PPPD 発

症した症例と、発症しなかった症例において初期の背景因子の違いを多変量解析を行う。PPPD

発症率の算出を行う。 

 

４．研究成果 

 ベースラインデータをまとめた結果としては、BPPV発症から 1ヶ月経過して二次・三次施設

を受診している症例には治癒例・症状残存症例がそれぞれ半数程度あり、症状残存症例の中には

眼振のない症例も多く含まれていた。そのような症例も眼振のある症状残存症例と同様に、めま

いによる生活の支障や抑うつを抱えていることが確認された。2019年に第 78回日本めまい平衡

医学会学術講演会にて口演の後、2020年に Journal of Otology and Rhinologyにて論文として公表

した。 

 最終データをまとめた結果としては、解析対象のBPPV116例中 97.4%は 1年後までに治癒し、

2.6%が BPPVが遷延した。また全体の 1.7%、エントリー時症状残存症例の 3.3%が PPPDを発症

した。予測より PPPD発症症例が少ないため、発症を予測する因子を多変量解析することは困難

であったものの、発症 1 ヶ月後に受診継続している BPPV 症例からの PPPD 発症率を算出でき



た。2020年に第 79回日本めまい平衡医学会学術講演会にて口演した。 

 今後は、最終結果を論文化し、また、別の角度より発症予測因子を解明するための研究に着手

する予定である。 
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